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第１７回佐世保市子ども・子育て会議 議事録（要約版） 

 

日時：平成３１年４月２３日（火）１９時～２１時 

場所：佐世保市中央保健福祉センター 

（すこやかプラザ） ６階研修室１ 

 

議事（１）次期「新させぼっ子未来プラン」の策定について 

①平成３１年度における策定作業プロセスについて 

②次期プランの検討材料について 

 ・人口推計について［定量的材料］ 

 ・各種実態アンケート調査について［定性的材料］ 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

（次期プランのネーミングについて） 

・ 「新させぼっ子未来プラン」というネーミング

は確定なのか。 

 

（情報発信の方法について） 

・ 転入の方々に対しては佐世保をアピールする機

会を設けたり、情報の載った冊子を配るなどの方

法もあるのではないか。 

 

 

・ 市のホームページ、「広報させぼ」は多様な事

業を知らせる手段として閲覧が高まるような取

り組みが必要ではないか。 

 

 

（ワークライフバランスの推進について） 

・ 改善していきたい。育休制度など企業の理解が

必要。商工会議所では佐世保市の PR の講演会へ

の参加を促している。 

 

・ 育休取得後の業務の問題などが整理されていな

い。企業に対する何らかの支援(人的・経済的な)

がなければ難しい。大きな課題である。 

 

（アンケートについて） 

・ 調査の聞き方として、ママがフルタイム・パー

トタイムに分かれているのに対して、パパは働く

パパのみなのはなぜか。ワークライフバランスの

 

・現段階では、そういう認識で差し支えない。 

 

 

 

・ 本庁１階戸籍住民窓口をリニューアルし、

転入時に住民票取得の際に生活に必要な行

政サービス等を併せてお知らせするよう努

めている。 

 

・ 幅広い情報発信について、日頃より分かり

にくさや届きにくさという指摘を受けてい

る。現行の取り組みを継続しつつ、改善を図

っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ このアンケートのやり方一式は、国も同様

であり、国調査のやり方との比較という要素

が必要であった。今後は、市の独自調査の実
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中でパパはフルタイムであるという前提が伺え、

引っ掛かった。 

 

・ アンケートは答えるのに約 20～30 分かかる内

容であった。もう少しコンパクトにすれば、回収

率が上がったのではないか。 

 

・ 「保活」と省略せず、「保育活動」と本来の言

葉を使ったほうがいいのではないか。 

 

（放課後児童クラブについて） 

・ アンケートの対象者(０～５歳児保護者)に放課

後児童クラブのことを聞いているが、兄弟のこと

を想定して聞いているのか。 

 

 

 

・ 留守家庭でも利用していない方が多く、子ども

の居場所があればいいが、ゲーム依存などの問題

が現状にある。 

 

・ 病気等の理由で利用できないという問題が隠れ

ている。これをさらに分析していく必要があると

思う。 

 

（Web 調査について） 

・ 「子どもと子育てに関する市民意識調査」は回

収票数が少ない。幼稚園・保育園・学校などに依

頼はしたのか。 

 

（発達センターについて） 

・ 障がいや発達に心配のある子どもに対する支援

に対しての社会資源が弱く、佐世保近辺で支援し

てくれるところがない。子どもの心身の安全確保

という面でも大事にしてもらいたい。 

 

 

 

 

 

施等も含め、調査のあり方等の意見を反映さ

せ、活用していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 「子ども・子育て支援に関するアンケート」

は対象児（０～５歳児）小学生になったら預

けたいかという趣旨で保護者に聞いている。 

  「放課後児童クラブに関するアンケート」

は小学生を対象として保護者に聞いている。 

 

・ 今後、学年の詳細分析を行い、次回の分科

会で詳細を示したい。 

 

 

 

 

 

 

 

・ 幼稚園・保育園には保護者にチラシを配布

している。学校への周知については、今後考

えていかなければならない。 

 

 

・ 初診待ちが長いなどの問題を何とか解消で

きないかと努力しているが、新患を受けるこ

とに関して、どうしても人数に限りがある。

今後もチームとして、１人でも多くの患者を

診れるように努力していきたい。 

 

・ 発達センターが半年待ちだからと、他の精

神科とのダブル受診をする方もいる。原則、

精神科療育で二ヵ所の診療はできない。この
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（ダブル受診について） 

・ 校長会でも共通理解して、発達センターの機能

が円滑に進むように情報共有したい。 

・ 子育てに困ったとき、相談先や流れを図式化し

て、全保育所・幼稚園・学校・保護者が共有でき

るといいのではないか。 

 

ことで本当に必要な人が後回しになってい

る現状もある。 

 

・ 地域の医療機関で、小児科や精神科の先生

方が児童の発達についてみていただきたい

という思いがあり、小児科の先生方への勉強

会を定期的に行っている。 

 

 

 

 

 

・ 子どもの発達が気になった場合に、例えば、

校内の児童委員会を経てという経路を示した

フローチャートがあり、学校全体に配られて

いるのでダブル受診のことまで細かく記載は

ないが、参考にしていただければと思う。 

 

 

③次期プランの構成及び新たな視点について 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

（意見交換なし） 

 

 

 

議事（２）その他 

質問・意見等 事務局回答・今後の方針など 

 （今後の会議日程について） 

・ 今年度の前半に、次期プランの策定に関し

て、会議をより頻繁に開催することになると

思うが、その都度皆様に来ていただきたい。 

 


